
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

高齢者宅配サービスを通して、高齢者福祉に理解を深めてもら

う。この地域の医療関係、高齢者関連施設、事業所などと連携を

保ち、高齢者と常時接することで、今後弁当事業に限らず、介護

関連の仕事にも目を向けてもらううのが目的の一つである。

連携先、水俣市社会福祉協議会、包括支援センター、いきいき健

康課、総合医療センター、居宅事業所、その他介護事業所

今までこの地域に高齢者弁当に特化したサービスがなく、大変困っていました。

患者さんの退院後の食生活、栄養管理が提案できなく、本人さんやご家族に任せるしかありませんでした。

まごころ弁当ができて、通常のお弁当ほかに、制限食やムース食といった特別食、またキザミやおかゆといった、

高齢者の事情に寄り添ったサービスまでも提供されていて、大変助かっています。

退院後の指導として、主治医、ケアマネさんからも、健康管理の上で、まごころ弁当さんという選択肢が増え助

かっておられます。

配達される、利用者さんたちも明るく、高齢者の方々からも評判がいいです。

課題としては、配達範囲を広げ、隣町まで対応して頂けると助かります

まごころ弁当水俣店

調理風景

指導風景

高齢者自宅への

配達風景

住　所熊本県水俣市築地３番１号　典仁ビル１階 管理者名 水政幸三

電話番号 (０９６６)８３－８９９８ 対象年度 令和６年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 かなえる 事業所番号 4310700390

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 国保水俣市総合医療センター 担当者名 看護師長　水政美紀

活動場所：まごころ弁当水俣店　自社工場　

実施日程：月～土曜

実施した生産活動・施設外就労の概要　利用者など

高齢者宅配弁当の調理、盛り付け、配達

　衛生管理、調理、盛り付け、清掃

高齢者向け宅配サービス

　高齢者福祉への理解、コミュニケーション能力、社会一般

同地域において、初めての高齢者宅配弁当の初出店であり他の企

でも手を付けていないということもあり、不安があった。

弁当作りの知識、技能の向上はもちろんのこと、地域との連携と

して、社協、包括、高齢福祉課、介護事業所などとつながりを持

つ事ができた。

あとは、狭い部屋の中での仕事であるが故、人間関係の問題が少

なからずあったりと、精神面での鍛錬がまだ必要であると同時

に、利用者達だけで運営できるようになるのが課題である

様式１


